
今
年
4
月
に
37
名
の
1
期

生
を
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
に
迎

え
て
か
ら
早
く
も
4
ヶ
月
が

経
っ
た
。
何
か
ら
何
ま
で
、

全
く
新
し
い
と
こ
ろ
か
ら
の

ス
タ
ー
ト
で
、
当
初
心
配
さ

れ
た
面
も
多
少
あ
っ
た
が
、

そ
れ
ら
も
何
と
か
ク
リ
ア
ー

さ
れ
、
ま
ず
ま
ず
の
滑
り
出

し
の
よ
う
に
思
う
。

用
意
し
た
履
修
科
目
も
、

学
生
達
は
そ
れ
ほ
ど
の
偏
り

無
く
履
修
申
告
を
し
て
く
れ

て
、
履
修
学
生
数
ゼ
ロ
と
い

う
最
悪
事
態
は
発
生
せ
ず
、

内
心
ほ
っ
と
し
て
い
る
次
第

で
あ
る
。

学
生
の
皆
さ
ん
は
、
毎
日

勤
務
を
終
え
た
後
再
び
緊
張

を
持
続
さ
せ
て
夜
間
の
授
業

に
出
席
し
て
い
る
に
も
拘
ら

ず
、
と
て
も
熱
心
に
聴
い
て

く
れ
る
の
で
、
教
員
側
も
つ

い
つ
い
授
業
に
熱
が
入
る
と

い
う
も
の
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、
学
生
が
ど
ん

な
科
目
に
関
心
を
寄
せ
て
い

る
か
を
例
示
す
る
意
味
で
、

現
春
学
期
に
お
け
る
履
修
申

告
者
数
ベ
ス
ト
3
の
科
目
を

紹
介
す
る
と
、
「
組
織
と
人

材
育
成
」
（
31
名
）
、
「
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
と
新
事
業
創

造
」
（
29
名
）
、
「
技
術
経
営

総
論
」（
27
名
）

で
あ
る
。

学
生
達
も
同

期
生
意
識
が
高

ま
っ
て
き
た
と

み
え
、
5
月
21

日
に
は
第
1
回

コ
ン
パ
を
開
催

し
た
。
キ
ャ
ン

パ
ス
の
屋
上
庭

園
を
会
場
に
し

た
「
ガ
ー
デ
ン

パ
ー
テ
ィ
」
に

は
、
教
員
も
加
わ
り
、
非
常

に
好
評
だ
っ
た
。
今
後
第
2

回
、
第
3
回
の
開
催
が
待
ち

望
ま
れ
て
い
る
。

今
日
か
ら
は
夏
学
期
に
入

る
。
猛
暑
の
中
で
は
あ
る
が
、

学
生
達
に
は
集
中
力
を
持
続

さ
せ
、
頑
張
っ
て
ほ
し
い
。

本
学
園
は
、
明
治
40
年
東
京

市
小
石
川
に
東
京
工
科
学
校
を

開
校
し
た
こ
と
に
始
ま
り
、
昭

和
23
年
に
は
新
学
制
に
基
づ
き

東
京
工
業
高
等
学
校
が
設
置
認

可
さ
れ
、
同
時
に
校
舎
を
神
田

6
月
29
日
（
水
）
14
時
か
ら
、
東
京
工
業
高
等
学
校
ア
リ
ー
ナ
に
お
い
て
学
園
創
立
98
周
年
記
念
式

典
が
開
催
さ
れ
た
。
式
典
に
は
本
学
園
教
職
員
な
ら
び
に
来
賓
等
お
よ
そ
3
0
0
人
が
列
席
し
た
。
冒

頭
大
川
陽
康
理
事
長
よ
り
、
関
係
各
位
へ
の
謝
辞
と
と
も
に
次
の
よ
う
な
挨
拶
が
あ
っ
た
。

開
学
以
来
、
一
貫
し
て
工
業
教
育
を
追
求

本
年
度
か
ら
は
社
会
人
教
育
を
ス
タ
ー
ト

か
ら
、
現
在
の
駒
場
に
移
し
た
。

昭
和
42
年
に
は
埼
玉
県
宮
代
の

地
に
日
本
工
業
大
学
を
設
置
、

現
在
に
至
る
ま
で
一
貫
し
て
工

業
教
育
を
追
求
し
て
き
た
。
本

年
4
月
か
ら
は
、
新
た
に
社
会

人
教
育
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
本

学
園
発
祥
の
地
で
あ
る
神
田
に

専
門
職
大
学
院
、
並
び
に
専
門

学
校
を
開
設
し
た
。

永
年
勤
続
者

表
彰
―
24
名

続
い
て
、
永
年
勤
続
者
の
表

彰
が
行
わ
れ
、
理
事
長
よ
り
賞

状
と
記
念
品
が
代
表
者
に
授
与

さ
れ
た
。
本
年
度
の
本
学
で
の

永
年
勤
続
者
は
、
30
年
勤
続
者

9
名
（
鈴
木
康
之
、
柳
下
崇
、

兼
子
正
生
、
有
賀
幸
則
、
谷
澤

茂
、
長
谷
川
嗣
彦
、
飯
倉
道
雄
、

渋
谷
龍
美
、
宮
崎
好
惠
）
、
20
年

勤
続
者
2
名
（
森
山
幹
郎
、
杉

村
京
子
）
、
10
年
勤
続
者
13
名

（
渡
辺
康
夫
、
白
石
一
郎
、
星
野

坦
之
、
樺
澤
康
夫
、
小
林
哲
二
、

椋
田
實
、
田
口
幸
恵
、
上
野
貴

博
、
脇
本
隆
之
、
松
田
洋
、
飯

島
貴
子
、
川
島
信
也
、
沖
田
次

朗
）
の
以
上
24
名
。

■
学
内
Ｌ
Ａ
Ｎ

平
成
17
年
度
文
科
省
補
助
事

業
（
申
請
中
）
の
一
つ
と
し
て
、

学
内
L
A
N
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
今

回
の
工
事
は
、
回
線
の
通
信
速

度
ア
ッ
プ
と
、
こ
れ
ま
で
利
用

出
来
な
か
っ
た
エ
リ
ア
に
対
し

て
情
報
コ
ン
セ
ン
ト
や
無
線
L

A
N
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
の
設

置
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
キ
ャ

ン
パ
ス
全
域
で
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
利
用
を
可
能
に
し
、
学
生
、

教
職
員
へ
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
を

目
指
す
も
の
。
本
館
（
1
号
館
、

2
号
館
、
3
号
館
）
の
各
教
室

お
よ
び
4
号
館
の
4
0
1
、
4

0
2
教
室
に
は
新
し
く
情
報
コ

ン
セ
ン
ト
が
設
置
さ
れ
、
同
時

に
無
線
L
A
N
の
利
用
も
可
能

と
な
る
。
ま
た
、
学
友
会
館
、

食
堂
、
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
セ
ン

タ
ー
、
ク
ラ
ブ
棟
周
辺
な
ど
、

建
築
学
科
教
授
、
並
び
に
昨
年

11
月
24
日
、
病
気
の
た
め
死
去

さ
れ
た
松
木
繁
元
共
通
系
教
授

に
名
誉
教
授
称
号
記
が
授
与
さ

れ
、
本
学
に
お
け
る
三
氏
の
多

情
報
コ
ン
セ
ン
ト
に
接
続
し
て

有
線
で
利
用
す
る
に
は
不
向
き

な
エ
リ
ア
に
つ
い
て
は
、
無
線

L
A
N
が
設
置
さ
れ
る
。

今
回
設
置
さ
れ
る
ラ
イ
ン
は
、

サ
ー
バ
ー
か
ら
各
建
物
へ
の
基

幹
部
分
は
回
線
速
度
1
G
b
p
s

の
も
の
を
2
回
線
、
建
物
内
の

支
線
部
分
は
1
0
0
M
b
p
s
の

光
配
線
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い

る
。
外
部
接
続
先
を
2
ヶ
所
と

し
全
体
と
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
回
線
速
度
は
、
現
在
の
3

倍
以
上
に
高
速
化
さ
れ
る
見
込

み
で
あ
る
。
ま
た
、
今
回
の
L

A
N
配
線
工
事
は
、
近
い
将
来

導
入
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
I
P
電

話
シ
ス
テ
ム
も
念
頭
に
入
れ
、

電
話
網
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
網
と

の
相
互
利
用
が
容
易
に
出
来
る

よ
う
に
考
慮
さ
れ
て
い
る
。
9

月
中
に
工
事
を
完
了
し
、
10
月

か
ら
の
運
用
を
目
指
す
。
総
工

大
な
功
績
が
紹
介
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
来
賓
か
ら
の
祝
辞
、

約
2
時
間
の
祝
宴
と
続
き
、
学

園
創
立
98
周
年
記
念
式
典
は
和

や
か
に
幕
を
閉
じ
た
。

の
要
望
が
前
々
か
ら
出
て
お
り
、

こ
の
度
、
実
現
の
運
び
と
な
っ

た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
道
路

を
隔
て
た
と
こ
ろ
が
住
宅
地
で

あ
る
た
め
、
周
辺
住
民
か
ら
バ

イ
ク
等
の
音
が
う
る
さ
い
と
の

苦
情
も
出
て
い
た
。
こ
の
点
も

配
慮
し
、
音
を
遮
断
出
来
る
よ

う
に
、
背
面
に
壁
を
設
け
た
。

鉄
骨
製
で
、
屋
根
も
錆
び
に
く

い
材
料
を
採
用
し
て
い
る
。

今
回
施
工
す
る
オ
ー
ト
バ
イ

置
き
場
は
、
今
後
、
順
次
改
修

さ
れ
る
で
あ
ろ
う
、
学
内
の
オ

ー
ト
バ
イ
置
場
や
自
転
車
置
場

の
モ
デ
ル
パ
タ
ー
ン
と
な
る
予

定
で
あ
る
。
工
事
は
夏
休
み
中

に
完
了
し
、
秋
学
期
か
ら
屋
根

付
き
で
照
明
も
設
置
さ
れ
た
快

適
な
オ
ー
ト
バ
イ
置
場
の
利
用

が
開
始
さ
れ
る
。
工
事
費
は
約

1
千
8
百
万
円
で
あ
る
。

（
施
設
営
繕
課
　
鈴
木
功
作
）
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専門職大学院も開設し、
100周年に向け着実に前進

永年勤続表彰で理事長より賞状が手渡される

屋上庭園を会場とした第1回コンパ

費
は
約
1
億
5
千
8
百
万
円
。

■
屋
外
運
動
場
ト
イ
レ

学
生
の
屋
外
で
の
ク
ラ
ブ
活

動
や
体
育
の
授
業
の
際
、
ま
た
、

野
球
の
リ
ー
グ
戦
、
弓
道
、
ア

ー
チ
ェ
リ
ー
の
対
外
試
合
も
盛

ん
に
行
わ
れ
て
い
る
中
、
「
会
場

の
近
く
に
ト
イ
レ
が
無
く
非
常

に
不
便
を
し
て
い
る
」

と
い
っ
た
学
生
達
の

声
が
あ
っ
た
。
こ
れ

に
応
え
る
べ
く
、
今

回
、
野
球
場
の
西
側

に
屋
外
ト
イ
レ
を
設

置
す
る
こ
と
が
決
ま

り
、
工
事
を
進
め
て

い
る
。
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
製
で
男
子
用
、

女
子
用
そ
れ
ぞ
れ
の

ブ
ー
ス
が
あ
り
、
女

子
用
に
は
簡
単
な
更

衣
ス
ペ
ー
ス
も
設
け

ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、

外
部
に
は
飲
用
の
冷
水
機
も
設

置
さ
れ
る
。
今
ま
で
は
食
堂
ま

で
冷
水
を
も
ら
い
に
行
っ
て
い

た
が
、
そ
の
手
間
が
な
く
な
り
、

学
園
創
立
百
周
年
を
2
年
後
に
控
え
、
学
内
の
環
境
整
備
も
着
々

と
進
ん
で
い
る
。

今
回
は
、10
月
の
秋
学
期
か
ら
使
用
可
能
と
な
る
学
内
L
A
N
、
屋

外
運
動
場
ト
イ
レ
、
オ
ー
ト
バ
イ
置
場
の
3
件
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

3
氏
に
名
誉
教
授

称
号
記
授
与

専
門
職
大
学
院
だ
よ
り

―
好
調
な
滑
り
出
し
―

大
学
院
技
術
経
営
研
究
科

村
川
正
夫

研
究
科
長

試
合
や
練
習
に
集
中
出
来
る
よ

う
に
な
る
。
更
に
、
大
便
器
に

つ
い
て
は
、
汗
を
か
い
て
い
た

り
、
手
が
汚
れ
て
い
た
り
す
る

事
を
考
慮
し
、
ウ
ォ
ッ
シ
ュ
レ

ッ
ト
付
き
と
し
た
。
手
洗
い
の

蛇
口
も
自
動
栓
と
す
る
な
ど
、

衛
生
上
の
配
慮
も
な
さ
れ
て
い

る
。
更
に
、
万
一
の
事
故
に
そ ・屋外運動場トイレ模型

な
え
て
非
常
警
報
設
備
も
設
置
。

警
報
は
警
備
室
に
つ
な
が
る
と

共
に
周
り
に
対
し
て
警
報
サ
イ

レ
ン
が
響
く
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。
な
お
、
夜
間
は
施
錠
さ
れ
、

不
審
者
等
が
侵
入
出
来
な
い
よ

う
に
し
て
い
る
。
工
事
は
9
月

中
に
完
了
し
、
10
月
の
秋
学
期

か
ら
使
用
可
能
と
な
る
。
総
工

費
は
約
2
千
5
百
万
円
、
全
体

の
面
積
は
約
40
g
で
あ
る
。

■
オ
ー
ト
バ
イ
置
場

（
本
年
度
後
援
会
特
別
事
業
）

平
成
17
年
度
後
援
会
特
別
事

業
と
し
て
、
東
門
脇
の
オ
ー
ト

バ
イ
置
場
の
建
設
が
決
定
し
た
。

こ
こ
は
、
平
成
13
年
1
月
の
雪

害
で
屋
根
が
つ
ぶ
れ
、
そ
の
後
、

屋
根
が
な
い
ま
ま
の
状
態
で
今

日
に
至
っ
て
い
る
。
学
生
達
か

ら
は
「
屋
根
を
復
旧
し
て
収
容

台
数
を
増
や
し
て
欲
し
い
」
と

式
典
の
中
で
本
年
3
月
末
日

を
も
っ
て
退
職
し
た
竹
内
淳
彦

元
共
通
系
教
授
、
村
口
昌
之
元

無線アクセスポイント 
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着
々
と
進
む
学
内
環
境
整
備

学
内
Ｌ
Ａ
Ｎ

学
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
等

10
月
よ
り
運
用

月
よ
り
運
用 

学
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
等

10
月
よ
り
運
用 

本
学
の
取
り
組
み

文
科
省
の
「
特
色
あ
る
大
学
教
育
支
援

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
採
択

取
組
名
「
7
つ
の
工
房
に
よ
る
カ
レ
ッ
ジ
マ
イ
ス
タ
ー
の
養
成

―
体
験
的
実
工
学
教
育
―
」

全
国
の
大
学
よ
り
4
1
0
件
の
応
募
が
あ
り
、
文
部
科
学
省
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
経
て
、

47
件
が
正
式
に
採
択
さ
れ
た
。

＊
応
募
内
容
の
詳
細
は
、
本
学
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
で
公
開
中
の
本
紙
1
3
4
号
2
面
に
掲
載
。

な
お
8
月
20
日
発
行
の
本
紙
次
号
で
、
詳
細
を
特
集
す
る
予
定
。

速 報



6
月
17
日
（
金
）
、
学
友
会
館
に
お
い
て
、
経
済
産
業
省
原
子
力

安
全
・
保
安
院
総
合
廃
止
措
置
対
策
室
長
の
佐
々
木
文
昭
氏
の
講
演

が
行
わ
れ
た
（
本
木
弘
悌
講
師
）。

過去最高の出展者・来場者　NEW環境展2005

本学の展示ブースは大盛況！！

て
は
、
積
極
的
に
こ
の
問
題
に

取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
し
て
、

佐
々
木
氏
は
講
演
を
締
め
く
く

っ
た
。

最
後
に
、
同
氏
は
学
生
に
向

け
て
就
職
活
動
に
お
け
る
採
用

す
る
側
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
と
、

日
工
大
生
と
し
て
胸
を
張
っ
て

者
の
意
識
の
違
い
」
「
J
T
の
社

会
貢
献
活
動
」
と
い
っ
た
こ
と

が
説
明
さ
れ
た
。

講
演
の
中
で
、
新
喫
煙
マ
ナ
ー

広
告
に
つ
い
て
、
身
近
な
喫
煙
シ

ー
ン
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

（

た
ば
こ
を
持
つ
手
は
、
子
供

の
顔
の
高
さ
だ
っ
た
。
な
ど
）
や

“

”

イ
ラ
ス
ト
が
示
さ
れ
た
。
喫
煙
者

に
「
気
づ
き
」「
考
え
」「
行
動
」
を

促
す
表
現
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を

訴
え
た
。

最
後
に
、
平
野
氏
は
、
喫
煙
者

と
非
喫
煙
者
が
共
存
で
き
る
社

会
を
実
現
し
た
い
と
い
う
こ
と

で
、
講
演
を
締
め
く
く
っ
た
。

（2） 平成17年8月1日発行 日 本 工 業 大 学 通 信 第135号

Ｉ
Ｓ
Ｏ
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
受
審 

Ｓ
Ｏ
サ

ベ
イ
ラ
ン
ス
受
審

社
会
へ
進
ん
で
ほ
し
い
と
、
後

輩
へ
エ
ー
ル
を
送
り
、
講
演
は

終
了
し
た
。

民
生
と
運
輸
で
増
加
し
て
お
り
、

産
業
は
効
率
的
活
用
に
徹
底
し

て
い
る
。
電
源
別
発
電
量
（
一

般
電
気
事
業
用
）
で
は
25
・

7
％
、
資
源
別
一
次
エ
ネ
ル
ギ

ー
供
給
で
は
11
・
6
％
を
原
子

力
に
依
存
し
て
お
り
、
国
内
で

は
52
基
の
原
子
力
発
電
設
備
が

運
転
中
で
あ
り
、
こ
れ
は
ア
メ

リ
カ
、
フ
ラ
ン
ス
に
次
い
で
多

い
数
字
で
あ
る
。
石
油
は
88
％

を
中
東
に
依
存
し
て
お
り
、
石

炭
は
75
％
を
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

と
中
国
か
ら
輸
入
し
て
い
る
。

L
N
G
は
消
費
量
が
年
々
増
加

し
て
お
り
、
東
南
ア
ジ
ア
か
ら

59
％
を
輸
入
し
て
い
る
。
国
と

し
て
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
ー
の
観
点
か
ら
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
多
様
な
方
法
で
確
保

す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

今
日
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
環
境

問
題
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る

の
が
二
酸
化
炭
素
（
C
O

2

）
の

削
減
で
あ
る
。
C
O

2

は
地
球
温

暖
化
へ
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
寄

与
率
が
最
も
高
い
。
日
本
は
C

O
P
3
（
気
候
変
動
枠
組
条
約

第
3
回
締
約
国
会
議
―
京
都
会

議
）
で
の
温
室
効
果
ガ
ス
削
減

の
目
標
を
6
％
と
し
て
い
る
が
、

達
成
へ
向
け
て
は
厳
し
い
状
況

に
あ
る
。
削
減
率
の
カ
ウ
ン
ト

に
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出

権
を
売
買
す
る
こ
と
が
で
き
、

削
減
目
標
達
成
取
組
計
画
に
お

い
て
排
出
量
（
権
）
取
引
な
ど

で
削
減
目
標
の
う
ち
1
・
6
％

が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
C
O

2

排
出
抑
制
4
大

対
策
と
し
て
、
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
・
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
燃
料
転

換
・
原
子
力
発
電
の
推
進
が
あ

げ
ら
れ
て
い
る
。
新
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
主
力
と
し
て
期
待
さ
れ
て

い
る
の
は
太
陽
光
、
風
力
、
廃

棄
物
な
ど
で
あ
り
、
太
陽
光
発

電
の
発
電
量
の
う
ち
日
本
は

45
％
を
占
め
、
発
電
量
世
界
1

位
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
今
日
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
事
情
は
増
え
続
け
る
消
費

量
を
、
い
か
に
抑
制
・
削
減
し
、

有
効
な
資
源
の
利
用
と
開
発
を

進
め
る
か
が
課
題
と
な
っ
て
お

り
、
環
境
問
題
の
観
点
か
ら
も

課
題
解
決
は
急
務
で
あ
る
。
日

本
の
よ
う
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

海
外
に
依
存
し
て
い
る
国
と
し

佐
々
木
氏
は
本
学
機
械
工
学

科
の
第
一
期
の
卒
業
生
で
あ
り
、

長
年
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
係
の
仕
事

に
従
事
さ
れ
て
き
た
。

講
演
は

レ
ジ
ュ
メ
と
豊
富
な
視
覚
資
料

を
用
い
て
、
わ
か
り
や
す
く
説

明
し
て
い
た
だ
い
た
。
内
容
は
、

前
半
が
世
界
と
日
本
に
お
け
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
現
状
に
つ

い
て
、
後
半
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

環
境
問
題
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
。

講
演
の
要
旨
は
次
の
通
り
で
あ

る
。世

界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
は

ア
ジ
ア
、
特
に
中
国
が
増
加
し

て
お
り
、
人
口
増
加
が
著
し
い

イ
ン
ド
の
消
費
量
も
増
加
が
見

込
ま
れ
て
い
る
。
一
次
エ
ネ
ル

ギ
ー
ベ
ー
ス
で
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

需
要
は
石
炭
が
最
も
多
く
、
発

展
途
上
国
で
の
消
費
が
増
加
し

て
い
る
。
先
進
諸
国
で
は
、
オ

イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
後
は
石
油
の
消

費
を
制
限
し
て
お
り
、
天
然
ガ

ス
の
使
用
量
が
多
く
な
っ
て
い

る
。
石
油
の
確
認
可
採
埋
蔵
量

は
約
40
年
、
石
炭
は
約
2
0
0

年
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
埋
蔵

量
の
正
確
な
把
握
は
困
難
で
あ

り
、
有
限
資
源
の
有
効
利
用
を

グ
ロ
ー
バ
ル
に
考
え
る
必
要
が

あ
る
。

日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
情
は
、

部
門
別
の
最
終
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
は
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
以
降
、

5月24日から27日にかけて、
NEW環境展が東京ビックサ
イトで開催され、4年連続で
本学も出展した。今回の出展

者数は549社（内26大学・産
学連携）、来場者は15万人を
超え、ともに過去最高となっ

た。

本学の展示ブースでは、佐

藤茂夫研究室、丹澤祥晃研究

室、菅原和士研究室の研究成

果を中心として、社会・地域

との連携、学生環境推進委員

会活動報告など、全学的な取

り組みについても展示が行わ

れた。他大学のブースよりも

多くの人で賑わい、学生スタ

ッフが熱心に対応していた。

上：

本
学
展
示
ブ
ー
ス
全
景
　
右
中：

佐
藤
研
究
室「
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
に
よ
る
地
域
循
環
シ
ス
テ

ム
の
構
築
に
向
け
て
」

右
下：

丹
澤
研
究
室
「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
風
力
発
電
装
置
の
鳥
翼
型
風
車
」

左
下：

菅
原
研
究
室「
太
陽
電
池
・
燃
料
電
池
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
自
動
車
の
開
発
」。
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学
生
主
催
に
よ
る
I
S
O
講
演
会

『
た
ば
こ
の
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
』

学生と教職員による

学内清掃
毎月、学生

自治会では体

育会本部が中

心となって定

期清掃を行っ

ている。今回

初めて、その

清掃に教職員

も参加した。

6月21日（火）17時、30余名の教
職員が集合。3班に分かれて、
先にスタートしている学生たち

に合流し、清掃に加わった。

6
月
30
日
・
7
月
1
日
の
2

日
間
、
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
審
査

を
受
審
し
、
本
学
の
E
M
S
の

有
効
性
、
目
的
・
目
標
の
達
成
、

改
善
な
ど
に
つ
い
て

向
上

と

の
評
価
を
得
た
。

《
審
査
所
見
の
概
要
》

①
環
境
分
野
研
究
奨
励
助
成

金
に
よ
る
研
究
成
果
、
環
境
関

連
科
目
に
よ
る
教
育
②
見
学

“

”

会
・
視
察
、
講
演
活
動
、
環
境

特
別
講
演
会
の
開
催
、
環
境
展

出
展
等
の
積
極
的
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
③
地
域
と
の
連
携
、

共
同
④
エ
コ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

の
具
体
的
展
開
の
始
動
⑤
学
内

環
境
整
備
⑥
部
門
の
特
徴
を
生

か
し
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
向

上
⑦
学
生
E
M
S
と
の
連
携
、

支
援
⑧
「
N.

I .

T.

エ
コ
ロ
ジ
ー

プ
レ
ス
」
な
ど
で
情
報
発
信
を

行
い
、
学
内
外
と
の
良
好
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
っ
て

い
る
こ
と
等
々
。

ま
た
、
現
行
の
E
M
S
で
3

項
目
、「
I
S
O
1
4
0
0
1
2

0
0
4
年
度
版
」
規
格
へ
の
移

行
で
5
項
目
に
つ
い
て
指
摘
を

受
け
た
。
今
後
、
適
切
な
変
更

を
期
し
て
い
き
た
い
。

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

■日本工業大学　平成18年度入試日程

推薦入学

A方式

推薦入学

B方式（第1回）

推薦入学

B方式（第2回）

AO入試

（第1期）

AO入試

（第2期）

AO入試

（第3期）

一般入試

出願方式
出願期間

9／26（月）～

9／30（金）

8／29（月）～

9／27（火）

11／21（月）～

12／3（土）

10／17（月）～

11／4（金）

11／25（金）～

12／5（月）

2／20（月）～

2／25（土）

1／6（金）

～2／4（土）

日　　　　程

試験／面接

9／24（土）・9／27（火）

～10／1（土）のうち1日

12／10（土）

11／12（土）・11／

13（日）のうち1日

12／10（土）・12／

11（日）のうち1日

3／4（土）

2／12（日）全学科

2／13（月）全学科

2／14（火）全学科

（受験日自由選択制）

合格発表日

10／15（土）

10／15（土）

12／17（土）

11／21（月）

12／17（土）

3／10（金）

2／21（火）

入学手続締切日

第1回目10／31（月）

第2回目 1／16（月）

第1回目10／31（月）

第2回目 1／16（月）

第1回目12／26（月）

第2回目 1／16（月）

第1回目12／2（金）

第2回目 1／16（月）

第1回目12／26（月）

第2回目 1／16（月）

3／17（金）

2／28（火）

本学で先端技術研究の
取り組みを

お問い合せ先：教務部教務課　大学院入試係
TEL 0480-33-7507 URL http://www.nit.ac.jp

◆大学院工学研究科 博士前期課程・博士後期課程

＊機械工学専攻＊電気工学専攻＊建築学専攻
＊システム工学専攻＊情報工学専攻

■平成18年度　大学院　社会人特別選抜入試日程

社会人大学院生 募集！
（日本工業大学大学院　社会人特別選抜）

■学内見学会・視察の受け入れ
見学会・視察は、多様な方々と直接コミュニケーションできる
絶好の場と考え、積極的に開催、受け入れを行っている。太陽光
発電・風力発電システムなどの環境施設、環境保全活動などを
見学するため、ISO-5年度（平成16年10月～平成17年9月）は現在
までに24件（内海外より３件）784名が本学を訪れている。

今年初のオープンキャンパスは盛況
7月16日（土）、今年最初のオープンキャンパスが開

催されました。多数の高校生や保護者の方々のご参

加をいただき、数々の催し物も好評でした。

次回は8月20日（土）開催。より多くの皆様のご参加

をお待ちしております。

オープンキャンパス
8月20日（土）・10月22日（土）

いずれも11時から
施設・研究室見学、模擬授業、SLの運転など、
楽しい催しを沢山用意しています。

年月日 見学・視察者
10月25日 リコー（4名）/成田教授授業（40名）
10月26日 中国北京市（11名）
11月１日 成田教授授業（40名）

平成16年 11月15日 小竿講師授業（学友会館空調）（40名）
12月７日 台湾（2名）
12月10日 笠原小学校（120名）
12月14日 信州大学教員（2名）
１月26日 住友電工（株）（2名）
１月27日 モンゴル（4名）
２月16日 箕輪町長、箕輪工業高校（21名）
３月18日 油空圧工業会（14名）
４月11日 大東文化大学教員（2名）
４月13日 中国北京市（4名）
４月26日 （株）坂本製作所（2名）
４月27日 中央電気工業（株）（2名）

平成17年 ４月28日 川村研究室（13名）
５月２日 宮代町教育委員会（150名）
５月２日 小山北桜高校（7名）
５月21日 付属中学校生徒、保護者見学（160名）
５月22日 後援会総会一般会員（80名）
６月７日 TDK（6名）
６月20日 千代田計装（株）（6名）
６月25日 安田学園（30名）、後援会理事（20名）
７月２日 京和住設（株）（2名）

■ 学内見学一覧（入試室）
オープンキャンパス以外にも、本学は随時見学を受け入れてい

ます。4月以降の学内見学は下表の通りです。

NO 月　日 対象 学校名 参加者

1 ５月７日 3年生 栃木県立小山北桜高等学校 6名

2 ５月21日
中学1年生、

保護者
日本工業大学付属中学校 155名

3 ５月27日 3年生 埼玉県立浦和工業高等学校 14名

4 ５月27日 3年生 千葉県立千葉工業高等学校 15名

5 ５月31日 2年生 川口市立総合高等学校 23名

6 ６月10日
2・3年生、

保護者
埼玉県立春日部工業高等学校 38名

7 ６月17日 2年生 群馬県立太田工業高等学校 40名

8 ６月25日
2年生、

保護者
安田学園高等学校 20名

9 ７月５日 保護者 埼玉県立三郷工業技術高等学校 25名

10 ７月７日 2年生 群馬県立館林商工高等学校 40名

11 ７月８日 2・3年生 埼玉県立三郷工業技術高等学校 80名

12 ７月12日 2年生 群馬県立館林商工高等学校 40名

合　　計 496名

学
生
環
境
推
進
委
員
会
主
催
に

よ
る
第
4
回
I
S
O
講
演
会
が

6
月
4
日
（
土
）
13
時
30
分
か

ら
3
―
3
2
5
教
室
で
行
わ
れ

た
。
講
演
題
目
は
「
た
ば
こ
の

マ
ナ
ー
に
つ
い
て
」
。
講
師
に
、

J
T
日
本
た
ば
こ
産
業
株
式
会

社
社
会
環
境
推
進
室
部
長
平
野

芳
典
氏
を
招
い
た
。

学
生
環
境
推
進
委
員
会
は
、
昨

年
度
ま
で
学
生
自
治
会
の
各
代

表
者
が
自
分
た
ち
の
委
員
会
活

動
と
兼
務
と
い
う
形
で
組
織
さ

れ
て
い
た
が
、
今
年
度
か
ら
は

独
立
し
た
「
学
生
環
境
推
進
委
員

会
」
が
誕
生
し
た
。
今
回
の
講
演

も
、
全
て
自
分
た
ち
で
企
画
立

案
し
講
演
す
る
ま
で
に
至
っ
た
。

委
員
長
の
宮
川
雄
統
君
（
電
気
電

子
工
学
科
4
年
）
は
、
開
会
の
挨

拶
の
中
で
「
み
な
さ
ん
の
身
近
に

あ
る
問
題
を
選
ん
だ
の
で
、
今

後
の
環
境
活
動
に
役
立
て
て
も

ら
い
た
い
。」
と
語
っ
た
。

近
年
、
学
内
に
限
ら
ず
た
ば
こ

の
問
題
に
対
し
て
は
、
社
会
的

に
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
。
こ

う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
講
演

は
「
分
煙
へ
の
取
り
組
み
」
か

ら
始
ま
り
、
「
喫
煙
者
と
非
喫
煙

地
球
環
境
と
産
業
・
社
会
【
特
別
講
演
】
講
師
　
経
済
産
業
省

原
子
力
安
全
・
保
安
院

佐
々
木
文
昭
氏

（
機
械
工
学
科
　
第
1
期
生
）

エ
ネ
ル
ギ
ー
事
情
と

環
境
問
題
に
つ
い
て

考
え
る

日　　　程

受付期間 面接試験 合格発表 手続締切

一次募集 平成17年9月21日～29日 10月5日 10月14日 平成18年1月27日

二次募集 平成18年2月14日～21日 2月28日 3月4日 平成18年3月10日



本
学
機
械
工
学
科
横
谷
真
一

郎
教
授
は
、
こ
の
ほ
ど
（
社
）
日

本
鉄
鋼
協
会
か
ら
平
成
16
年
度

共
同
研
究
賞
（
山
岡
賞
）
を
受
賞

し
た
。
同
教
授
は
、
長
年
製
鋼

プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
熱
・
物
質

移
動
現
象
を
研
究
し
て
い
る
が
、

今
回
の
受
賞
は
、
日
本
鉄
鋼
協

会
高
温
プ
ロ
セ
ス
部
会
・
革
新

的
高
効
率
混
合
・
分
離
リ
ア
ク

タ
ー
創
出
研
究
会
で
、
4
年
間

主
査
を
務
め
、
共
同
研
究
を
推

進
し
て
き
た
功
績
が
評
価
さ
れ

た
も
の
。
中
で
も
、
連
続
鋳
造

用
旋
回
流
ノ
ズ
ル
の
開
発
と
そ
の

実
用
化
に
貢
献
し
た
成
果
が
評
価

さ
れ
た
。

鉄
の
製
造
工
程

鉄
を
製
造
す
る
工
程
は
、
お

よ
そ
次
の
様
に
な
る
。
ま
ず
高
炉

で
コ
ー
ク
ス
と
石
灰
石
を
用
い
て

還
元
反
応
で
鉄
鉱
石
か
ら
銑
鉄

（
せ
ん
て
つ
）
を
つ
く
る
。
転
炉

で
の
脱
炭
反
応
を
中
核
と
す
る

種
々
の
冶
金
反
応
を
通
じ
て
純
度

の
高
い
溶
鋼
と
し
、
ノ
ズ
ル
に
よ

っ
て
鋳
型
内
に
注
入
し
て
、
連
続

鋳
造
機
で
固
め
、
板
状
、
棒
状
に

加
工
し
、
製
品
が
出
来
上
が
る
。

ノ
ズ
ル
は
連
続
鋳
造
の
鍵

現
在
の
製
鉄
プ
ロ
セ
ス
は
流

動
状
態
で
の
冶
金
反
応
を
特
長
と

し
、
同
教
授
は
流
体
工
学
に
よ
る

プ
ロ
セ
ス
革
新
を
目
指
し
て
き
た
。

そ
の
う
ち
の
一
つ
が
溶
鋼
を
連
続

鋳
造
機
に
送
り
込
む
ノ
ズ
ル
で
あ

る
。
従
来
は
、
溶
鋼
を
ノ
ズ
ル
か

ら
鋳
型
に
注
入
す
る
際
に
、
ノ
ズ

ル
吐
出
流
変
動
、
鋳
型
溶
鋼
表
面

の
乱
れ
、
渦
の
発
生
な
ど
に
よ
り
、

不
純
物
巻
き
込
み
や
不
純
物
の
凝

固
相
へ
の
混
入
な
ど
が
起
こ
り
、

製
品
の
質
を
惡
化
さ
せ
て
い
た
。

し
か
も
、
生
産
性
を
高
め
よ
う
と

鋳
造
速
度
を
上
げ
る
程
、
鋳
型
内

流
動
の
不
安
定
性
が
加
速
。
そ
の

対
策
と
し
て
電
磁
流
体
力
学
を
応

用
し
、
8
t
か
ら
10
t
の
巨
大
な

電
磁
石
で
鋳
型
内
の
流
動
制
御
を

行
っ
て
い
た
が
、
ノ
ズ
ル
一
本
当

り
の
鋳
型
内
流
動
制
御
に
10
億
円

も
の
費
用
を
必
要
と
し
た
の
で
あ

る
。同

教
授
は
、
13
年
前
に
位
置

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し
、
下
方
に

流
下
す
る
溶
鋼
に
旋
回
運
動
を
与

え
、
鋳
型
内
の
熱
・
物
質
輸
送
を

制
御
す
る
方
法
を
考
案
し
た
。
開

発
は
、
住
友
金
属
工
業
（
株
）
、

黒
崎
播
磨
（
株
）
と
の
産
学
連
携

で
進
め
ら
れ
、
「
連
続
鋳
造
用
旋

回
流
ノ
ズ
ル
」
製
鉄
技
術
と
し
て

2
0
0
2
年
に
実
用
化
。
こ
の
方

法
に
よ
る
と
、
特
別
な
投
資
を
必

要
と
せ
ず
、
例
え
ば
広
幅
ス
ラ
ブ

鋳
造
で
は
従
来
方
法
と
比
較
し
、

不
良
率
が
約
80
％
改
善
さ
れ
、
高

級
鋼
が
安
定
的
に
低
コ
ス
ト
で
製

造
さ
れ
る
（
図
参
照
）。

同
教
授
は
、
製
鉄
で
は
ト
ッ

プ
レ
ベ
ル
に
あ
る
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

と
の
共
同
研
究
で
さ
ら
に
新
し
い

高
級
鋼
の
製
造
プ
ロ
セ
ス
を
開
発

中
で
あ
り
、
今
後
が
期
待
さ
れ
る
。

本
年
3
月
大
学
院
情
報
工
学

専
攻
博
士
前
期
課
程
修
了
の
高
橋

茂
寿
君
（
宮
城
県
気
仙
沼
向
洋
高

校
出
身
・
現
宮
城
県
米
谷
工
業
高

校
教
諭
・
指
導
教
授
磯
野
春
雄
教

授
）
が
、
昨
年
12
月
に
発
表
し
た

論
文
「
電
子
ペ
ー
パ
ー
で
読
書
し

た
場
合
の
視
覚
疲
労
の
測
定
」
で
、

（
社
）
映
像
情
報
メ
デ
ィ
ア
学
会

か
ら
「
学
生
優
秀
発
表
賞
」
を
受

賞
し
た
。

本
論
文
は
、
電
子
ペ
ー
パ
ー

を
用
い
た
電
子
ブ
ッ
ク
・
リ
ー
ダ

ー
で
読
書
し
た
場
合
と
、
文
庫
本

（
リ
ア
ル
ペ
ー
パ
ー
）
で
読
書
し

た
場
合
、
目
の
疲
れ
は
ど
う
違
う

の
か
を
検
証
し
た
も
の
。
男
女
大

学
生
13
名
を
対
象
に
実
験
し
た

結
果
90
分
以
内
な
ら
、
ど
ち
ら

で
読
書
し
た
場
合
で
も
、
読
書

前
に
比
べ
て
、
読
書
中
お
よ
び

読
書
後
の
視
覚
疲
労
に
有
意
な

変
化
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
電
子
ペ
ー
パ
ー

は
文
庫
本
と
同
様
に
目
に
優
し
い

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
で
あ
る
と
い
う
結

論
に
達
し
た
。

電
子
ペ
ー
パ
ー
に
は
種
々
の

方
式
が
提
案
さ
れ
て
い
る
が
、
ま

だ
実
用
化
さ
れ
た
例
は
少
な
い
た

め
、
本
研
究
で
は
ソ
ニ
ー
製
の
電

子
ブ
ッ
ク
・
リ
ー
ダ
ー
を
実
験
に

用
い
た
。
同
リ
ー
ダ
ー
は
、
A
5

版
、
厚
さ
2
cm
程
度
の
大
き
さ

に
、
最
大
5
0
0
冊
の
内
容
が
入

る
。
文
字
の
大
き
さ
も
5
段
階
変

え
ら
れ
る
等
、
従
来
の
書
籍
に
は

な
い
メ
リ
ッ
ト
も
多
く
、
本
格
的

実
用
化
に
向
け
て
、
更
な
る
開
発

が
期
待
さ
れ
る
。

（3） 平成17年8月1日発行 日 本 工 業 大 学 通 信 第135号

本学発先端的研究　受賞おめでとう！本学発先端的研究　受賞おめでとう！
日
本
鉄
鋼
協
会
か
ら
横
谷
教
授
に
山
岡
賞

―
革
新
的
高
効
率
混
合
・
分
離
リ
ア
ク
タ
ー
の
開
発
―

情
報
工
学
科
磯
野
春
雄
教
授

は
、
こ
の
ほ
ど
（
社
）
映
像
情
報

メ
デ
ィ
ア
学
会
か
ら
フ
ェ
ロ
ー

の
称
号
を
授
与
さ
れ
た
。

フ
ェ
ロ
ー
の
称
号
は
、
テ
レ

ビ
ジ
ョ
ン
を
含
む
映
像
情
報
メ

デ
ィ
ア
に
関
す
る
学
術
お
よ
び

産
業
分
野
の
発
展
・
普
及
・
振

興
あ
る
い
は
学
会
事
業
の
発
展

に
対
し
て
、
特
に
貢
献
が
高
い

と
認
め
ら
れ
る
会
員
に
、
深
い

尊
敬
と
感
謝
の
意
を
表
し
て
授

与
さ
れ
る
。
フ
ェ
ロ
ー
選
出
制

度
は
5
年
前
か
ら
始
ま
っ
た
も

の
で
、
今
年
は
7
名
が
選
出
さ

れ
、
6
月
4
日
に
開
催
さ
れ
た

第
51
回
通
常
総
会
に
お
い
て
フ

ェ
ロ
ー
認
定
証
な
ら
び
に
記
念

メ
ダ
ル
が
贈
呈
さ
れ
た
。

同
学
会
は
、
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン

発
明
の
父
で
あ
る
故
高
柳
健
次

郎
博
士
が
、
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
関

連
の
学
理
、
技
術
の
研
究
等
を
目

的
に
1
9
4
6
年
に
設
立
し
た

テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
同
好
会
に
端
を

発
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
1
9
5

0
年
に
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
学
会
と

改
称
、
1
9
5
5
年
に
（
社
）
テ

レ
ビ
ジ
ョ
ン
学
会
へ
と
改
組
し
、

1
9
9
6
年
に
（
社
）
映
像
情
報

メ
デ
ィ
ア
学
会
と
改
称
し
た
。
現

在
会
員
数
は
約
6
8
0
0
名
。

磯
野
教
授
は
、
学
生
時
代
か

ら
同
学
会
に
加
入
、
35
年
以
上

活
動
を
続
け
て
い
る
。
今
回
の

フ
ェ
ロ
ー
の
称
号
授
与
は
、
長

年
に
わ
た
る
同
学
会
へ
の
貢
献

が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

同
教
授
の
研
究
室
で
は
、
特

別
な
メ
ガ
ネ
無
し
で
立
体
映
像

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
新
し
い

3
Ｄ
映
像
シ
ス
テ
ム
、
高
齢
者

や
障
害
者
に
見
や
す
く
、
聞
き

や
す
い
テ
レ
ビ
映
像
や
音
声
に

つ
い
て
の
研
究
、
人
間
の
視
聴

覚
特
性
の
究
明
な
ど
、
人
間
と

情
報
メ
デ
ィ
ア
に
関
す
る
基
礎

と
応
用
の
研
究
を
行
っ
て
い
る
。

最
近
で
は
、
電
子
ペ
ー
パ
ー
と

呼
ば
れ
る
技
術
分
野
が
急
速
に

活
発
化
し
て
い
る
が
、
こ
の
分

野
で
も
人
間
工
学
的
な
見
地
か

ら
、
一
定
時
間
連
続
し
て
読
書

し
た
場
合
の
視
覚
疲
労
等
に
つ

い
て
研
究
を
進
め
て
お
り
、
今

後
が
楽
し
み
で
あ
る
。

映
像
情
報
メ
デ
ィ
ア
学
会
か
ら

磯
野
春
雄
教
授
に
フ
ェ
ロ
ー
の
称
号

機
械
工
学
科
古
閑
伸
裕
教
授

は
、
こ
の
た
び
「
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム

板
の
プ
レ
ス
加
工
」
の
研
究
成
果

に
よ
り
、
天
田
財
団
（
正
式
名

称
・
（
財
）
天
田
金
属
加
工
機
械

技
術
振
興
財
団
）
か
ら
、
優
秀
賞

を
受
賞
し
た
。

同
財
団
は
、
「
金
属
等
の
塑
性

加
工
に
必
要
な
機
械
に
関
す
る

基
礎
的
・
応
用
的
な
技
術
並
び

に
そ
の
関
連
技
術
の
研
究
に
関

わ
る
助
成
」
を
通
じ
て
、
塑
性
加

工
機
械
に
関
す
る
技
術
の
向
上

を
図
り
、
も
っ
て
我
が
国
の
産

業
お
よ
び
経
済
の
健
全
な
発
展

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

1
9
8
7
年
に
設
立
さ
れ
た
。

以
来
、
18
年
間
に
わ
た
り
、
6

8
8
件
の
研
究
テ
ー
マ
に
、
累

積
9
億
9
千
万
円
超
の
助
成
を

行
っ
て
い
る
。

古
閑
教
授
も
同
財
団
の
助
成

を
受
け
、
数
々
の
研
究
を
行
っ

て
き
た
が
、
今
回
「
マ
グ
ネ
シ
ウ

ム
板
の
プ
レ
ス
加
工
」
の
研
究
成

果
が
、
5
月
25
日
〜
27
日
に
開

催
さ
れ
た
日
本
塑
性
加
工
学
会

春
季
講
演
会
と
併
設
で
開
催
さ

れ
た
、
第
3
回
天
田
財
団
助
成

研
究
成
果
発
表
会
に
お
い
て
講

演
発
表
さ
れ
、
4
件
の
優
秀
賞
の

う
ち
の
1
件
に
選
ば
れ
た
も
の
。

マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
は
自
動
車
や

パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
各
種
機
器
の

軽
量
化
や
電
磁
波
シ
ー
ル
ド
性

向
上
の
た
め
の
構
造
材
料
と
し

て
、
現
在
最
も
注
目
さ
れ
て
い

る
材
料
で
あ
る
。
こ
の
材
料
が
多

く
の
機
器
に
大
量
に
利
用
さ
れ

る
よ
う
に
な
れ
ば
、
軽
量
化
に

よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
C
O

2

削

減
や
環
境
改
善
な
ど
に
対
し
て

も
、
大
き
な
効
果
が
期
待
さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
マ
グ
ネ
シ

ウ
ム
や
そ
の
合
金
は
、
銅
や
ア

ル
ミ
ニ
ウ
ム
な
ど
に
比
べ
、
プ

レ
ス
成
形
性
が
悪
い
こ
と
か
ら
、

こ
れ
ま
で
は
そ
の
用
途
が
限
ら

れ
て
い
た
。

古
閑
教
授
は
前
記
助
成
を
受

け
、
こ
れ
ま
で
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム

や
そ
の
合
金
の
せ
ん
断
特
性
、

深
絞
り
・
張
出
し
成
形
性
、
曲

げ
成
形
性
、
お
よ
び
こ
れ
ら
加

工
に
お
け
る
潤
滑
に
対
し
、
基

礎
的
・
実
用
的
な
研
究
を
積
み

上
げ
、
一
連
の
プ
レ
ス
加
工
に

関
す
る
実
績
を
あ
げ
て
き
た
。

こ
れ
ら
の
成
果
は
マ
グ
ネ
シ
ウ

ム
板
の
プ
レ
ス
加
工
技
術
の
向

上
や
普
及
に
大
き
な
貢
献
を
も

た
ら
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
一
連

の
成
果
が
認
め
ら
れ
、
今
回
の

受
賞
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
。

古
閑
伸
裕
教
授
が「
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
板
の
プ
レ
ス
加
工
」で

天
田
財
団
か
ら
優
秀
賞
を
受
賞

本
年
3
月
大
学
院
シ
ス
テ
ム

工
学
専
攻
1
年
生
（
当
時
）
の

泉
俊
之
君
（
本
学
付
属
東
京
工

業
高
等
学
校
出
身
・
加
藤
重
雄

研
究
室
所
属
）
が
、
3
月
11
日

に
九
州
で
開
催
さ
れ
た
日
本
機

械
学
会
の
講
演
で
、
優
秀
な
若

手
講
演
者
と
し
て
フ
ェ
ロ
ー
賞

を
受
賞
し
た
。
講
演
の
テ
ー
マ

は
、「
気
液
相
変
化
ア
ク
チ
ュ
エ

ー
タ
駆
動
に
よ
る
生
体
高
速
切

断
」
で
あ
る
。
同
賞
は
、
若
手

専
門
家
育
成
を
支
援
す
る
た
め
に

2
年
程
前
に
設
定
さ
れ
た
も
の
で
、

発
表
内
容
の
新
規
性
、
質
疑
応
答

を
含
め
た
口
頭
発
表
の
的
確
さ
な

ど
が
厳
し
く
審
査
さ
れ
、
表
彰
対

象
者
の
20
人
に
1
人
か
、
そ
れ
以

下
が
選
考
さ
れ
る
。

泉
君
の
講
演
は
、
気
液
相
変

化
と
い
う
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
利
用
し
、

身
体
の
中
に
医
療
用
マ
イ
ク
ロ
ロ

ボ
ッ
ト
を
つ
く
ろ
う
と
い
う
テ
ー

マ
の
基
礎
研
究
で
あ
り
、
そ
の
概

要
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

「
気
液
相
変
化
」
と
は
、
液
体

か
ら
気
体
に
変
化
す
る
際
に
体
積

が
膨
張
す
る
現
象
で
、
例
え
ば
、

水
が
気
体
に
な
る
と
体
積
は
1
0

0
0
倍
と
な
る
。
こ
の
体
積
膨
脹

を
利
用
し
て
ア
ク
チ
ュ
エ
ー
タ

（
機
関
＝
エ
ン
ジ
ン
）
を
動
か
し
、

こ
れ
を
駆
動
源
と
し
て
小
型

の
ハ
サ
ミ
を
操
作
し
、
豚
の

小
腸
を
切
断
す
る
。
本
実
験

に
使
用
し
た
気
液
相
変
化
ア

ク
チ
ュ
エ
ー
タ
は
、
ス
テ
ン

レ
ス
製
ベ
ロ
ー
ズ
と
ヒ
ー
タ

ー
、
作
動
流
体
か
ら
構
成
さ

れ
て
い
る
（
図
参
照
）
。
ベ

ロ
ー
ズ
の
大
き
さ
は
、
外
径

7
・
8

mm
、
内
径
3
・
0

mm
、
長
さ
29
・
5

mm
。
ベ

ロ
ー
ズ
内
に
は
、
ヒ
ー
タ
ー

と
作
動
流
体
が
納
め
ら
れ
、
気
液

相
変
化
ア
ク
チ
ュ
エ
ー
タ
は
、
シ

リ
ン
ダ
ガ
イ
ド
に
納
め
ら
れ
て
い

る
。

ロ
ボ
ッ
ト
は
、
人
間
や
生
物

が
近
づ
け
な
い
高
温
、
高
圧
な

ど
の
極
限
環
境
で
稼
働
で
き
る

こ
と
か
ら
、
軍
需
、
産
業
、
宇

宙
開
発
等
様
々
な
分
野
で
開
発

が
進
み
、
活
用
さ
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
こ
の
様
に
気
液
相
変

化
で
動
か
す
ロ
ボ
ッ
ト
は
、
本

学
の
加
藤
研
究
室
の
み
が
行
っ

て
い
る
ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
。
実

際
、
本
研
究
は
電
気
工
学
、
機
械

工
学
の
境
界
領
域
に
位
置
し
、
医

療
工
学
分
野
を
扱
う
と
い
う
点
で

も
、
未
開
拓
の
分
野
で
あ
る
。
本

研
究
が
さ
ら
に
進
み
、
今
後
実
用

化
さ
れ
れ
ば
、
人
体
の
中
、
例
え

ば
、
大
腸
内
に
医
療
用
マ
イ
ク
ロ

ロ
ボ
ッ
ト
を
送
り
込
み
、
身
体
の

内
部
か
ら
腫
瘍
等
を
切
除
す
る
手

術
が
可
能
に
な
る
。
そ
う
す
れ
ば
、

現
在
行
わ
れ
て
い
る
様
な
外
科
手

術
に
よ
る
ダ
メ
ー
ジ
は
大
幅
に
軽

減
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
泉
君
の

様
な
若
い
研
究
者
に
よ
り
、
さ
ら

な
る
進
歩
が
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と

を
期
待
し
た
い
。

泉
俊
之
君
が
優
秀
な
若
手
講
演
者
と
し
て
、

日
本
機
械
学
会
フ
ェ
ロ
ー
賞
を
受
賞

高
橋
茂
寿
君
が「
電
子
ペ
ー
パ
ー
」の

研
究
で
学
生
優
秀
発
表
賞

大
学
院
機
械
工
学
専
攻
博
士

前
期
課
程
2
年
の
宮
本
祐
也
君

（
埼
玉
県
立
川
越
工
業
高
校
出

身
・
指
導
教
授
長
坂
保
美
助
教

授
）
が
、
昨
年
5
月
に
行
わ
れ

た
日
本
設
計
工
学
会
春
季
研
究

発
表
会
で
優
秀
発
表
賞
を
受
賞

し
た
。
発
表
は
「
機
械
設
計
教

材
支
援
シ
ス
テ
ム
の
開
発
」
で
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
利
用
し
て
機

械
設
計
の
講
義
を
シ
ス
テ
ム
化

し
た
も
の
。
同
賞
は
企
業
や
大

学
の
研
究
者
を
対
象
と
し
て
お

り
、
院
生
で
の
受
賞
は
ま
れ
。

独
自
の
ア
イ
デ
ィ
ア
が
詰
ま
っ

た
秀
逸
な
内
容
と
独
創
的
な
発

表
が
高
く
評
価
さ
れ
た
。

機
械
設
計
は
数
学
や
力
学
、

製
図
な
ど
多
岐
に
ま
た
が
り
、

こ
れ
を
現
場
の
経
験
則
と
共
に

学
生
一
人
ひ
と
り
に
理
解
さ
せ

る
の
は
非
常
に
困
難
と
さ
れ
て

き
た
。
こ
れ
は
他
大
学
で
も
問

題
で
あ
り
、
同
発
表
は
多
く
の

先
生
方
か
ら
賞
賛
さ
れ
た
。

宮
本
君
は
企
業
で
の
設
計
経

験
も
あ
り
、
こ
れ
を
活
か
し
て

学
生
、
教
員
、
設
計
現
場
の
3

つ
の
視
点
か
ら
今
回
の
研
究
開

発
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
発

表
の
明
確
さ
に
も
定
評
が
あ
り
、

講
演
に
お
け
る
受
賞
は
同
賞
で

3
度
目
。
設
計
を
行
う
上
で
必

要
な
知
識
、
経
験
の
豊
富
さ
か

ら
、
企
業
か
ら
も
必
要
と
さ
れ

る
非
常
に
優
秀
な
人
材
で
あ
る
。

今
後
も
そ
の
独
創
性
を
活
か
し
、

機
械
設
計
の
教
育
改
善
に
寄
与

す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

宮
本
祐
也
君
　
日
本
設
計
工
学
会
で

優
秀
発
表
賞
受
賞

大
学
院
機
械
工
学
専
攻
博
士

前
期
課
程
2
年
の
須
嵜
直
史
君

（
本
学
付
属
東
京
工
業
高
校
出

身
・
指
導
教
授
兼
子
正
生
教
授
）

が
5
月
26
日
に
開
催
さ
れ
た

（
社
）
日
本
繊
維
機
械
学
会
第
58

回
研
究
発
表
会
の
「
若
手
研
究

者
セ
ッ
シ
ョ
ン
」
に
お
い
て
、

学
術
奨
励
賞
を
受
賞
し
た
。
「
若

手
研
究
者
セ
ッ
シ
ョ
ン
」
は
、

35
歳
未
満
の
研
究
者
を
対
象
と

し
て
い
る
。

テ
ー
マ
は
「
金
属
繊
維
多
孔

質
焼
結
体
の
最
大
孔
径
と
圧
力

損
失
に
関
す
る
研
究
」。

研
究
の
目
的
は
、
金
属
繊
維

多
孔
質
焼
結
体
を
用
い
、
耐
熱

性
な
ど
に
優
れ
た
精
密
フ
ィ
ル

タ
ー
を
開
発
す
る
こ
と
に
あ
る
。

現
在
フ
ィ
ル
タ
ー
業
界
で
は
、

環
境
問
題
な
ど
か
ら
、
機
器
の

高
性
能
化
が
要
求
さ
れ
、
そ
れ

に
伴
い
今
ま
で
以
上
に
高
温
、

高
圧
力
下
で
の
濾
過
が
必
要
と

な
る
た
め
フ
ィ
ル
タ
ー
に
は
高

温
耐
熱
性
と
優
れ
た
機
械
的
強

度
が
要
望
さ
れ
て
き
て
い
る
。

今
回
須
嵜
君
の
扱
っ
た
耐
熱

ス
テ
ン
レ
ス
鋼
繊
維
焼
結
体
は

優
れ
た
高
温
耐
熱
性
と
機
械
的

強
度
を
有
す
る
機
能
材
料
と
し

て
注
目
を
集
め
て
い
る
。
須
嵜

君
は
実
際
に
同
素
材
の
焼
結
体

を
製
造
し
、
焼
結
体
の
目
付
量
、

繊
維
換
算
直
径
等
に
よ
る
最
大

孔
径
と
圧
力
損
失
等
の
測
定
を

行
い
精
密
フ
ィ
ル
タ
ー
特
性
の

検
討
を
行
っ
て
お
り
、
こ
れ
が

評
価
さ
れ
受
賞
に
結
び
つ
い
た
。

須
嵜
直
史
君
　
日
本
繊
維
機
械
学
会
で

学
術
奨
励
賞
受
賞

メダルの図案は、高柳博士が1926
年に世界で初めてブラウン管に映
し出した「イ」の字の映像
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第9回スターリングテクノラリーが、平
成17年11月19日（土）に、今年も本学で
開催される。昨年は北は北海道から南は

岡山まで、ほぼ全国から集まった約200チ
ームがスピードを競った。今年は新たに、

ミニカーの宙返り競争や、乾電池で冷凍

するクーラー部門を新設して、新しい参

加を待っている。本大学も今年はノーマ

ルクラスや、人間乗車タイプに出場する

ための準備を進めている。まだ募集中な

ので多くの方の参加を期待している。

去
る
5
月
22
日
（
日
）
午
後

1
時
よ
り
、
大
学
学
友
会
館
ホ

ー
ル
に
て
平
成
17
年
度
後
援
会

定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。

議
事
は
、
学
長
並
び
に
後
援

会
長
の
挨
拶
の
後
、
中
島
副
会

長
を
議
長
に
選
出
し
て
進
行
し

た
。議

案
「
平
成
16
年
度
事
業
報

告
」
、
「
平
成
16
年
度
決
算
報

告
・
同
監
査
報
告
」
、
「
平
成
17

度
事
業
計
画
」
、
「
平
成
17
年
度

予
算
」
、
「
理
事
・
監
事
の
銓
衡
」

は
、
慎
重
審
議
の
上
、
全
て
承

認
さ
れ
、
総
会
は
無
事
終
了
し

た
。

理
事
・
監
事
銓
衡
の
結
果
、

平
成
17
年
度
の
後
援
会
理
事
は

1
1
5
名
、
監
事
2
名
。
執
行

部
は
次
の
通
り
承
認
さ
れ
た
。

会
長

窪
田
政
幸
（
兵
庫
）

副
会
長

梅
宮
　
昭
（
福
島
）

〃

大
場
信
夫
（
神
奈
川
）

〃

早
坂
正
実
（
宮
城
）

総
務

岩
本
由
紀
夫
（
神
奈
川
）

〃

新
渡
戸
道
久
（
青
森
）

財
務

佐
伯
み
ち
子
（
東
京
）

〃

竹
村
美
喜
雄
（
埼
玉
）

監
事

今
井
潔
志
（
岐
阜
）

〃

知
花
賢
良
（
沖
縄
）

総
会
終
了
後
に
は
、
学
内
見

学
、
懇
親
会
も
行
わ
れ
た
。

（
電
気
電
子
工
学
科
）
／
出
張

先
＝
米
国
（
4
／
30
〜
5
／

6
）
／
目
的
＝
提
携
校
イ
リ
ノ

イ
大
学
シ
カ
ゴ
校
に
お
け
る
学

術
交
流
に
関
す
る
協
議
◆
川
島

信
也
事
務
職
員
（
総
務
課
）
／

出
張
先
＝
米
国
（
4
／
30
〜

5
／
6
）
／
目
的
＝
提
携
校
イ

リ
ノ
イ
大
学
シ
カ
ゴ
校
に
お
け

る
学
術
交
流
に
関
す
る
協
議

◆
松
野
建
一
教
授
（
技
術
経
営

研
究
科
）
／
出
張
先
＝
ス
ロ
ベ

ニ
ア
（
5
／
3
〜
11
）
／
目

的
＝
ス
ロ
ベ
ニ
ア
共
和
国
技
術

庁
か
ら
の
招
待
に
よ
る
講
演
等

◆
加
藤
重
雄
教
授
（
シ
ス
テ
ム

工
学
科
）
／
出
張
先
＝
メ
キ
シ

コ
（
5
／
16
〜
22
）
／
目
的
＝

IA
ST

ED

（
国
際
科
学
技
術
開

発

学

会

）M
odeling

and
Sim

ulation
2005

に
て
論
文
発

表
◆
横
谷
真
一
郎
教
授
（
機
械

工
学
科
）
／
出
張
先
＝
フ
ラ
ン

ス
（
6
／
18
〜
25
）
／
目
的
＝

5th
European

Continuous
Casting

Conference

に
お
け
る

論
文
発
表
◆
梅
崎
栄
作
教
授

（
機
械
工
学
科
）
／
出
張
先
＝
米

ー

）

／

出

張

先

＝

カ

ナ

ダ

（
4
／
26
〜
5
／
6
）
／
目
的
＝

中
学
生
海
外
派
遣
事
業
の
現
地

指
導
及
び
カ
ナ
ダ
の
多
文
化
教

育
の
実
践
◆
藤
田
則
夫
部
長
（
総

務
部
）
／
出
張
先
＝
カ
ナ
ダ

（
4
／
25
〜
5
／
3
）
／
目
的
＝
’

05
カ
ナ
ダ
研
修
所
修
了
式
及
び

L
C
C
コ
ン
ボ
ケ
ー
シ
ョ
ン
出

席
◆
柳
澤
章
学
長
／
出
張
先
＝

米
国
（
4
／
30
〜
5
／
6
）
／
目

的
＝
提
携
校
イ
リ
ノ
イ
大
学
シ

カ
ゴ
校
に
お
け
る
学
術
交
流
に

関
す
る
協
議
◆
渡
辺
康
夫
教
授

第
6
回
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

（
同
窓
会
）
開
催
の
お
知
ら
せ

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
実
行
委
員
会

学
修
支
援
セ
ン
タ
ー
近
況
報
告
（
6
月
）

相
談
員
を
増
強
し
、さ
ら
に
充
実

【
退
職
】（
6
月
30
日
付
）

◆
大
久
保
恵
課
長
（
総
務
部
国

際
交
流
課
）

◆
星
野
坦
之
教
授
（
シ
ス
テ
ム

工
学
科
）
／
出
張
先
＝
タ
イ

（
4
／
17
〜
25
）
／
目
的
＝
チ
ュ

ラ
ロ
ン
コ
ン
大
学
と
の
研
究
打

合
せ
、
講
義
他
◆
田
中
隆
治
助

教

授

（

学

修

支

援

セ

ン

タ

6
月
9
日
（
木
）
、
体
育
館
前

に
て
、
本
年
度
最
初
の
赤
十
字

血
液
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
献
血
が

実
施
さ
れ
た
。
毎
回
多
く
の
学

生
、
教
職
員
の
協
力
を
得
て
い

る
本
学
の
献
血
で
あ
る
が
、
今

回
は
採
血
者
の
総
数
が
2
9
8

名
、
そ
の
う
ち
の
2
7
3
名
が

4
0
0
ml
採
血
に
協
力
し
た
。

こ
の
献
血
は
、
毎
年
春
と
秋

に
行
わ
れ
る
も
の
で
、
次
は
11

月
に
実
施
さ
れ
る
予
定
。

李
凱
さ
ん
と
朱
文
傑
さ
ん
が
、

6
月
13
日
、
華
中
科
技
大
と
本

学
と
の
「
学
術
交
流
に
つ
い
て

の
取
り
決
め
」
に
基
づ
き
来
学

し
た
。
李
さ
ん
は
シ
ス
テ
ム
工

学
科
星
野
坦
之
教
授
、
朱
さ
ん

は
情
報
工
学
科
石
川
孝
教
授
の

指
導
下
で
一
年
間
、
研
究
生
と

し
て
の
生
活
を
送
る
。

6
月
17
日
に
は
、
ク
ウ
ェ
―

ト
か
ら
10
名
の
学
生
と
教
授
が

来
学
。
学
修
支
援
セ
ン
タ
ー
田

中
隆
治
助
教
授
に
よ
る
講
義
の

後
、
本
学
学
生
と
学
内
を
見
学
、

昼
食
を
共
に
し
、
交
流
を
深
め

た
。

国
（
6
／
21
〜
25
）
／
目
的
＝

第
3
回
非
破
壊
評
価
の
応
用
と

可
能
性
に
関
す
る
日
米
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
に
お
け
る
論
文
発
表

◆
山
地
秀
美
講
師
（
情
報
工
学

科
）
／
出
張
先
＝
ポ
ー
ラ
ン
ド

（
6
／
26
〜
7
／
2
）
／
目
的
＝

EU
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Y
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に
お
け
る
論
文
発
表

◆
石
川
孝
教
授
（
情
報
工
学

科
）
／
出
張
先
＝
カ
ナ
ダ
（
7
／

2
〜
8
）／
目
的
＝International

Conference
on

Education
and

Technology

に
お
け
る
論
文
発

表
◆
丹
澤
祥
晃
助
教
授
（
機
械
工

学
科
）
／
出
張
先
＝
中
国
（
7
／

2
〜
6
）
／
目
的
＝ISM

F
'05

5th
InternationalSym

posium
on

M
ultiphase

F
low

,
H

eat
M

ass
T

ransfer
and

E
nergy

Conversion

に
お

け
る
論
文
発
表

（4） 平成17年8月1日発行 日 本 工 業 大 学 通 信 第135号

◆
環
境
配
慮
の
観
点
か
ら
再
生
紙
を
使
用
し
て
お
り
ま
す
。

■平成17年度 地域別教育懇談会開催日程（予定）

※開催日及び会場は、都合により変更となる場合があります。詳しいご案内は各支部（支部のない地域は本部）より各会員宅に郵
送されますので、そちらでご確認ください。

開　催　日 主　　催 開催都市 開催会場 対象地域
9月3日（土） 蔵王支部 山形市 オーヌマホテル 山形県・宮城県

〃 秋田県支部 秋田市 協働大町ビル 秋田県
9月4日（日） 栃木県支部 宇都宮市 ホテル丸治 栃木県

〃 茨城県支部 筑西市 つたやホテル 茨城県
〃 群馬県支部 前橋市 マーキュリーホテル 群馬県
〃 北陸支部 金沢市 メルパルク金沢 富山県・石川県・福井県
〃 山梨県支部 春日居町 ホテル春日居 山梨県
〃 千葉県支部 千葉市 プラザ菜の花 千葉県

9月10日（土）福島県支部 郡山市 清稜山倶楽部 福島県
9月11日（日）青森県支部 青森市 青森グランドホテル 青森県

〃 長野県支部 佐久市 佐久平プラザ２１ 長野県

〃 西中国支部 広島市 広島グランド
インテリジェントホテル 広島県・山口県・島根県

〃 東中国支部 津山市 津山国際ホテル 岡山県・鳥取県
9月17日（土）岩手県支部 花巻市 未定 岩手県
9月18日（日）沖縄県支部 那覇市 琉球サンロイヤルホテル 沖縄県

〃 東海支部 名古屋市 名古屋市民会館 愛知県・岐阜県・三重県
〃 新潟県支部 長岡市 長岡グランドホテル 新潟県

〃 近畿支部 近江八幡市 ホテルニューオウミ 大阪府・兵庫県・京都府
奈良県・和歌山県・滋賀県

9月24日（土）本部（九州） 福岡市 サンライフホテル1 九州
9月25日（日）静岡県支部 静岡市 静岡商工会議所 静岡県

〃 本部（四国） 高知市 ホテルサンルート高知 四国
〃 本部（北海道） 札幌市 ホテルサンルート札幌 北海道

10月2日（日）本部（近県） 大学 東京都・埼玉県・神奈川県

▲
現
在
、
学
校
法
人

日
本
工
業
大
学
編
に

よ
り
、
丸
善
㈱
か
ら

「
感
性
と
教
養
」
が
出

版
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
15
年
2
月
出
版

し
た
「
感
性
と
独
創

力
」
に
続
い
て
学
園

創
立
90
周
年
記
念
事
業
と
し
て

平
成
10
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た

「
感
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
ま
と
め

た
も
の
で
す
。
本
フ
ォ
ー
ラ
ム

は
、
「
も
の
づ
く
り
」「
独
創
力
」

の
原
点
に
〈
感
性
〉（
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｓ

Ｅ
Ｉ
）
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
い
う
視
点
で
著
名
な
方
々
を

パ
ネ
リ
ス
ト
に
平
成
15
年
ま
で

計
6
回
開
催
し
ま
し
た
。
今
回

の
「
感
性
と
教
養
」
に
は
、
そ
の

他
、
座
談
会
の
収
録
が
あ
り
、

理
事
長
・
学
長
・
木
村
工
業
教

育
研
究
所
長
（
当
時
）
に
、
元
文

部
大
臣
の
有
馬
朗
人
先
生
、
ノ

ー
ベ
ル
化
学
賞
を
受
賞
さ
れ
た

野
依
良
治
先
生
を
お
招
き
し
て

感
性
に
つ
い
て
語
っ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
是
非
ご
一
読
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
（
Ｆ
）

編 集 後 記

献
血
に
つ
い
て

国
外
出
張
（
４
月
〜
７
月
）

人
事
異
動
　 華

中
科
技
大
学
・
ク
ウ
ェ
ー
ト
よ
り

国
際
交
流

1
年
生
も
大
学
生
活
に
だ
い

ぶ
慣
れ
、
親
し
い
友
人
も
で
き

つ
つ
あ
る
よ
う
で
、
生
き
生
き

と
し
た
学
生
の
姿
を
た
く
さ
ん

見
か
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。

学
修
支
援
セ
ン
タ
ー
に
来
る

学
生
も
4
月
の
こ
ろ
の
不
安
げ

に
相
談
に
く
る
姿
は
見
か
け
な

く
な
り
、
教
科
の
内
容
に
つ
い

て
の
相
談
が
中
心
に
な
っ
て
き

た
。
し
っ
か
り
自
分
の
学
習
計

画
を
た
て
、
決
ま
っ
た
時
間
に

学
習
指
導
を
受
け
る
と
い
う
ス

タ
イ
ル
も
定
着
し
つ
つ
あ
る
。

自
分
の
夢
や
目
標
に
向
か
っ
て

挑
戦
す
る
学
生
も
セ
ン
タ
ー
を

定
期
的
に
利
用
し
て
い
る
。
連

休
明
け
後
の
1
ヶ
月
で
約
7
百

人
の
来
訪
が
あ
っ
た
。

第6回ホームカミングデー（同窓会）
が大学祭開催期間中の11月5日（土）
に開催されます。卒業後10年・20年・
30年の方にはご案内を発送いたしま
す。当日は学内見学ツアー、パーテ

ィを企画しておりますので、皆様お

誘いあわせの上ご参加ください。

と
こ
ろ
で
、
学

修
支
援
セ
ン
タ
ー

で
は
チ
ュ
ー
タ
ー

に
よ
る
学
習
相
談

だ
け
で
は
な
く
、

身
に
覚
え
の
な
い

請
求
が
き
て
困
っ

て
い
る
と
か
、
進

路
に
つ
い
て
悩
ん

で
い
る
と
か
学
生

生
活
に
関
す
る
あ

ら
ゆ
る
相
談
を
受

け
、
教
務
課
や
学

生
課
な
ど
と
の
連

携
を
密
に
し
問
題
の
解
決
に
当

た
っ
て
い
る
。
5
月
か
ら
は
学

生
相
談
室
に
新
た
に
2
名
の
相

談
員
が
着
任
し
、
月
曜
か
ら
金

曜
ま
で
毎
日
相
談
を
受
け
付
け

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、

よ
り
専
門
的
な
相
談
に
も
応
じ

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。も

う
一
つ
の
学
修
支
援
セ
ン

タ
ー
の
業
務
と
し
て
、
各
学
科

か
ら
の
出
席
状
況
の
報
告
を
受

け
、
長
期
欠
席
の
学
生
に
対
す

る
支
援
活
動
が
あ
る
。

い
わ
ゆ
る
5
月
病
が
現
れ
る

時
期
か
ら
休
み
が
ち
に
な
る
学

生
が
増
え
て
き
て
い
る
。
セ
ン

タ
ー
で
は
こ
の
よ
う
な
学
生
と

連
絡
を
取
り
、
状
況
確
認
と
ど

の
よ
う
な
支
援
が
で
き
る
か
を

探
っ
て
い
る
。
学
生
の
生
活
様

式
は
非
常
に
多
様
化
し
て
い
る

た
め
、
連
絡
を
取
る
こ
と
は
困

難
を
極
め
て
い
る
が
、
こ
れ
を

き
っ
か
け
に
学
生
の
気
持
ち
の

転
換
の
糸
口
が
で
き
れ
ば
と
の

思
い
で
、
あ
ら
ゆ
る
手
だ
て
を

講
じ
て
い
る
。

な
お
、
学
修
支
援
セ
ン
タ
ー

の
存
在
や
役
割
を
理
解
し
て
い

な
い
学
生
が
ま
だ
ま
だ
多
い
よ

う
な
の
で
、
ス
タ
ッ
フ
一
同
広

報
活
動
に
も
努
め
て
い
る
。

（
学
修
支
援
セ
ン
タ
ー
）

昼休みや放課後を中心に、毎日多くの学生が相談に訪れている。

学内見学で、最新設備の説明を受けるOB（昨年の様子）

パーティーを前に参加者全員で記念撮影（昨年の様子）

昨年11月20日（土）に実施されたラリーに
は200チーム以上が参加。難易度の高い「宙
返りコース」も設置された。

第9回スターリングテクノラリー
新部門も加わり11 ／19（土）開催

後
援
会
だ
よ
り

総
会
報
告
と
地
域
別
教
育
懇
談
会
日
程
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講
師
（
有
）
辻
谷
工
業
代
表

取
締
役
社
長
　
辻
谷
政
久
氏

●

同
氏
は
、
国
際
規
格
の
「
砲

丸
」
製
作
の
第
一
人
者
。
ア
ト

ラ
ン
タ
・
シ
ド
ニ
ー
・
ア
テ
ネ

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
3
大
会
連
続

で
金
銀
銅
メ
ダ
ル
を
独
占
し
た
。

◎
手
話
コ
ン
サ
ー
ト
「
バ
リ
ア

フ
リ
ー
の
教
育
を
め
ざ
し
て
」

―
本
学
の
手
話
サ
ー
ク
ル
と
と

も
に

―

シ
ャ
ン
ソ
ン
歌
手

朝
倉
ま
み
氏
（
歌
を
と
お
し
て

手
話
を
広
め
る
）

●

同
氏
は
、
全
国
の
小
中
高
等

学
校
や
社
会
福
祉
施
設
等
で
手

話
に
関
す
る
ト
ー
ク
を
交
え
、

コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
中
。

◎
懇
親
会

◆
主
催

日
本
工
業
大
学
工
業

教
育
研
究
所
・
教
職
教
育
セ
ン

タ
ー
（
電
話
　
0
4
8
0
―

3
3

―

7
7
3
7

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
0
4
8

0
―

3
3
―

7
7
4
4
）

E-m
ailkaki@

nit.ac.jp

◆
参
加
申
込

住
所
、
氏
名
、

卒
業
年
度
・
学
科
、
勤
務
先
学

校
を
ご
記
入
の
上
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま

た
は
メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。（
先
着
1
5
0
名
）。

◆
日
時

平
成
17
年
9
月
17
日

（
土
）
午
後
2
時
〜
5
時

◆
場
所

ホ
テ
ル
フ
ロ
ラ
シ
オ

ン
青
山
　
〒
1
0
7
―
0
0
6

2

東
京
都
港
区
南
青
山
4
―

17
―
58

「
表
参
道
」
（
東
京
メ
ト
ロ

半
蔵
門
線
、
銀
座
線
、
千
代
田

線
）
下
車
﹇
A
4
﹈
出
口
よ
り

徒
歩
5
分

◆
参
加
費
　
無
料

【
プ
ロ
グ
ラ
ム
】

◎
講
演
会
「
わ
が
国
の
も
の
づ

く
り
教
育
に
つ
い
て
」

「
本
学
卒
業
の
現
職
教
員
の

集
い
」開
催
ご
案
内

教
職
教
育
セ
ン
タ
ー
長
　
　
原
田
　
昭

今後の主な学生行事

8月3日（水）～4日（木）
夏祭り大会

前期試験最終日から2日間行われる。体育館前に組
み上げられた櫓の周りで、盆踊りや浴衣コンテストな
ど様々なイベントが開催される。

夏から秋にかけて行われる主な学生行事
に是非、積極的に参加してほしい（学生課）

11月4日（金）～6日（日）
第37回若杉祭

今年のテーマは“百花斉放～花から華へ咲き誇れ～”
に決定。現在、大学祭実行委員会が例年よりさらに盛
り上げようと企画中だ。中でも、“秋のからっ風こん
さぁと”や“美男子コンテスト”は必見だ。

8月7日（日）～9日（火）

体育会フレッシュマンキャンプ

9月11日（日）～13日（火）

文化団体連合会フレッシュマンキャンプ

体団と文団に所属している1年生を対象に普段のク
ラブ活動だけではなく、他のクラブとの交流を図るた
めの企画。今年も、体団は「赤倉山荘」、文団は「国
立磐梯青年の家」で行う予定。

現
在
、
千
余
名
の
本
学
卒
業

生
が
、
全
国
の
小
学
校
・
中
学

校
・
高
等
学
校
な
ど
で
教
職
に

就
い
て
い
ま
す
。
全
国
的
に
多

様
な
教
育
改
革
が
進
む
中
、
教

員
に
は
新
し
い
時
代
に
対
応
し

た
見
識
や
行
動
力
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
本
学
卒
業
の
現
職

教
員
の
皆
さ
ん
の
研
修
の
一
助

に
と
、
「
日
本
工
業
大
学
卒
業
生

の
現
職
教
員
の
集
い
」
を
企
画

し
ま
し
た
。
全
国
の
同
窓
の
教

員
が
集
ま
り
、
各
地
区
・
学
校

の
教
育
課
題
に
つ
い
て
意
見
交

換
を
図
り
、
交
流
を
深
め
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
奮

っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

緊
急
報
告

本
学
で
は
全
館
で
ア
ス
ベ
ス
ト

を
使
用
し
て
お
り
ま
せ
ん
。


